
在学生数、定員数

◇ 在学生数

年度

男： 51 /女： 46 男： 51 /女： 59 男： 35 /女： 57 男： 52 /女： 68 男： 189 /女： 230

男： 52 /女： 65 男： 38 /女： 61 男： 42 /女： 69 男： 64 /女： 69 男： 196 /女： 264

男： 40 /女： 68 男： 40 /女： 68 男： 58 /女： 71 男： 38 /女： 73 男： 176 /女： 280

男： 40 /女： 76 男： 55 /女： 62 男： 31 /女： 73 男： 33 /女： 84 男： 159 /女： 295

男： 56 /女： 65 男： 27 /女： 55 男： 31 /女： 85 男： 24 /女： 112 男： 138 /女： 317

(単位：名)

◇ 定員

大学収容定員

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

510

116 117 104 117 454

121 82 116 136 455

97 110 92 120 419

108 108 129 111 456

1年次 2年次 3年次 4年次 合計

117 99 111 133 460



学生の状況

入学者数、定員数

◇ 入学者数・入学者推移

年度

(単位：名)

◇ 3年次編入学者数・入学者推移

年度

(単位：名)

◇ 定員

入学定員

編入学定員

(単位：名)

留学生： 5 日本人： 0

6 10

日本人： 0

15(3年次)

留学生： 6 日本人： 0 留学生： 10

留学生： 17 日本人：

0 留学生： 5

春入学（4月） 秋入学（9月）

留学生： 7

留学生： 0

2 0

日本人： 0 留学生： 2 日本人：

春入学（4月） 秋入学（9月）

97 5

日本人： 91 留学生： 6 日本人： 0

87 5

10

日本人： 0 留学生： 10留学生：日本人：

92

留学生： 5

平成20年度
18 15

日本人： 1

120

留学生： 1 日本人： 0

平成19年度

0

0 留学生： 15

16 日本人： 0

平成19年度
114 5

日本人： 108

平成21年度
5 7

日本人： 0

平成22年度
留学生： 0

平成23年度
1 0

日本人： 0

留学生： 6 日本人：

平成23年度

平成20年度
111 16

日本人： 99

平成21年度
留学生： 20

平成22年度

留学生： 12 日本人： 0 留学生： 16

92 20

日本人： 76 留学生：



◇ 退学・除籍者数

1年内

4年内

◇ 中退者数・中退率

区分

人数 7 10 6 14 37

中退率 0.1 % 0.1 % 0.1 % 0.1 % 0.1 %

※ 平成22年度4月1日～平成23年3月31日を対象に算出しています。

◇ 留年者数・留年率

・学年別留年者（原級留置）数

区分

男 - - - 13 13
女 - 1 1 5 7

合計 0 1 1 18 20

中退率 0 % % % 0.1 % %

◇ 社会人学生数

社会人学生数

◇ 留学生数及び海外派遣学生数

留学生数 男： 45 女： 44

海外派遣学生数 男： 0 女： 1

(単位：名)

0.01 0.01 0.04

1年 2年 3年 4年

(男：16/女：21)

合計

合計

7.20%

22.80%

4年3年2年1年

0

89

1



卒業生数、修了生数

◇ 卒業生数、修了生数（学位授与数）

年度

1 12

69 11 2 20

40 36 1 11

71 17 0 5

98 24

(単位：名)

◇ 学位授与率

平成22年度授与率

－

平成20年 5

9月20日 留学生：

留学生：

平成21年 12

9月19日 留学生：

9月18日

88

3月21日 留学生：

－

平成23年

3月19日 留学生：

平成19年度
日本人：

日本人：

日本人：

平成20年度
日本人：

平成21年度
日本人：

平成20年 122

3月22日 留学生：

76

3月20日 留学生：

平成21年

72%

春卒業（3月） 秋卒業（9月）

平成23年度

80

平成22年

日本人：
平成22年度

日本人：

13

9月17日 留学生：

平成22年 22

日本人：

平成23年



教育条件

教員組織

◇ 教員一人当たりの学生数

教員一人当たり
の学生数

学生数（在学者）

専任教員数

(単位：名)
※ 在学者数÷専任教員数 で算出してます。

◇ 収容定員充足率

収容定員充足
率

学生数（在学者）

定員

(単位：名)

◇ 年齢別教員数

職位

教授

准教授

講師

助教

合計

(単位：名)

◇ 職階別教員数

年度

(単位：名)

◇ 専任教員専任比率

専任教員数
男 ： 女

(単位：名)

0 女： 2 女： 3

3

1 1 1 13

6 5 6 9 3 30

1 1 - - - 2

8

3 13

1 2 2 2 - 7

7

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳

4 1 2 - -

平成22年度
(4月1日時点)

平成21年度
(4月1日時点) 1

女： 0 女： 0 女： 0 女： 1 女：
12 男： 6 男： 2 男：男： 1 男： 1 男： 1

男： 1
女： 0 女： 女： 0

6 4 4

1 女： 0 女： 3 女：

男： 0
女： 2

12

4

男： 1 男： 1 男： 1 男： 14 男：

1 1 1 15 6 6

6 男： 3

平成23年度
(4月1日時点) 男：

准教授

7

講師

8

女： 1
男： 7
女： 0

1
女： 0

男： 1
女： 0

男： 4
女： 4

419

30

約 14

82%

419

510

助教

21 1

副学長・
教授

学部長・
教授

1

教授

13

合計

-

-

1

-

1

- 1 2

30
23 ： 7

男：

女：0

男：

学長・
教授

男：
女：

1
0



教育内容 1

◇ 専任教員、非常勤教員比率

非常勤 教員数

専任教員と非常
勤教員の比率

(単位：名)

43

30：43



教育内容 2

◇ 就職状況

※ 平成22年度卒業生の就職率は、就業希望者に対する就業者数として表記しています。

◇ 就職先の情報

◇ 進学状況

◇ 進学先の情報

平成21年度　（平成22年卒）
武蔵野学院大学 大学院、中央大学 大学
院、杏林大学 大学院、横浜市立大学 大
学院、東京テクニカルカレッジ  など

年度・期生

平成22年度　（平成23年卒）

主な進学先

武蔵野学院大学 大学院、中央動物専門
学校、ビジネス・ブレークスルー大学　経
営学部、東京メディアアカデミー  など

進学者数（春卒業） 進学者数（秋卒業）

5 2

平成21年度　（平成22年卒） 5

就業率

年度・期生

平成22年度　（平成23年卒）

主な就職先

株式会社オンワード樫山、株式会社クロスカンパニー、株式会社エン・ジャ
パン、株式会社ランドネクサス、株式会社I2C、株式会社エスエステレネット
サービス、ミスモ株式会社、株式会社住協、株式会社ZENホールディング
ス、株式会社ジャスト、コスパクリエーション、株式会社オータ、福島水道
局、株式会社ガリバーインターナショナル、株式会社スリーグル、武蔵野高
校 など株式会社遠鉄ストア、Ｐ＆Ｇマックスファクター合同会社、株式会社バイタ
ルネット、株式会社三光マーケティングフーズ、株式会社ストリクトリー･シ
アトル、株式会社島忠、株式会社ボディーワーク、飯能ケーブルテレビ株式
会社、ヒューマンリソシア株式会社、株式会社Ａ１テック　など

株式会社フランドル、株式会社ロッテリア、極東証券株式会社、株式会社
アイエシイ・トラベル、株式会社ドン・キホーテ、株式会社島忠、株式会社紅
中、株式会社アカクラ、株式会社ファイブフォックス　（コムサ・デ・モード）、
大和フーヅ株式会社　など

青山商事株式会社、株式会社大戸屋、極東証券株式会社、株式会社スズ
キ自販埼玉、株式会社東武ホテルマネジメント　コートヤード･マリオネット
銀座東武ホテル、株式会社ビックカメラ、株式会社ヤマダ電機、株式会社
ファイブフォックス　（コムサ・デ・モード）、富国生命保険相互会社、明治安
田生命保険相互会社、株式会社メッツリゾーツ　など

74%

63%

83%

96%平成19年度　（平成20年卒）

年度・期生

年度・期生

平成22年度　（平成23年卒）

平成21年度　（平成22年卒）

平成20年度　（平成21年卒）

平成19年度　（平成20年卒）

平成22年度　（平成23年卒）

平成21年度　（平成22年卒）

平成20年度　（平成21年卒）



国際交流・社会貢献の概要

◇ 協定相手校

又石大学校 提携大学
大連外国語学院 提携大学・海外研修先
浙江工商大学 提携大学・海外研修先
杭州師範大学 提携大学
魯東大学 提携大学

※ 国内協定相手校の該当はありません。
※ 海外研修、国際交流設置の詳細についてはこちらのページに記しております。
　http://www.musashino.ac.jp/pdf/setti-u1.pdf

◇ 大学間連携
・該当無し

◇ 産官学連携
・該当無し

5校 (海外のみ)協定校

・韓国
・中国



国際交流・社会貢献の概要

◇ 社会貢献活動

・公開講座

区分 日時 演目 講師

第1回 9月17日（土） 宮澤 保夫
（開講式）
9:45～12:00

第2回 9月24日(土) 島村 英紀
10:00～12:00 武蔵野学院大学 特任教授

第3回 10月1日(土) 「かけがえのない地球」 島村 英紀
10:00～12:00 武蔵野学院大学 特任教授

第4回 10月15日(土) 「気球のお話」 並木 道義
10:00～12:00 JAXA宇宙航空研究開発機構元主管開発員

NPO法人　子ども・宇宙・未来の会

第5回 10月22日(土) 的川 泰宣
9:30～11:30 JAXA宇宙航空研究開発機構　名誉教授

NPO法人　子ども・宇宙・未来の会 会長

第6回 10月23日(日) 澤口 俊之
(閉講式)
10:00～12:00

数々の科学衛星の誕生に活躍。探査機の飛翔
計画の策定をはじめ宇宙科学の国際協力、宇
宙開発にかかわる広報、教育活動などに幅広
く活躍。この人なしに日本の宇宙開発は語れな

「震災を乗り越えて－今で
きること、やるべきこと。
（仮題）」

星槎グループ会長
発達障害を抱える生徒をも対象にした中高一
貫教育を展開する星槎中学校・高等学校創立
者が人間を語る。

「いま、日本の地下でなに
が起きているのか」

地球物理学・地震学の権威が「地球の腹と胸の
内」－地震研究の最前線を語る。

高度の文明と快適な生活と引き換えに、健康を
脅かす環境問題が続々と忍び寄る。そして自
然破壊や温暖化など地球に変化が起きてい
る。このかけがえのない地球をどうするのか。

数々の科学衛星の誕生に活躍。探査機の飛翔
計画の策定をはじめ宇宙科学の国際協力、宇
宙開発にかかわる広報、教育活動などに幅広
く活躍。この人なしに日本の宇宙開発は語れな
い。

「いま日本で生きること－
『はやぶさ』の軌跡」

「人間性知能ＨＱを育てて
豊かな人生を送ろう！ ～
子どもから成人、高齢者ま

今、人気のさんまの『ほんまでっか！？ＴＶ』（フ
ジテレビ）レギュラー出演。

武蔵野学院大学 教授 理学博士
人間性脳科学研究所 所長



・コラボレーション講座

区分 日時 講座内容 講師

第1回 5月28日（土） 芳野 道子
（開講式）
9:00～12:50

久保田 哲
武蔵野学院大学講師

第2回 6月4日（土） 木暮 祐一
9:00～11:50

「造形のおもしろさ」（実技） 岡澤　陽子
お父さん人形 を作ろう 武蔵野短期大学准教授

第3回 6月11日（土） 「人と人とのかかわり」 松本 多加志
9:00～11:50 武蔵野短期大学教授

今井 康晴
武蔵野短期大学助教

第4回 6月18日（土） 「里山の保全を考える」 福田 直
9:00～11:50

「サイバー犯罪と情報関連法」木川 裕

第5回 6月25日（土） 「裁判員制度と法律」 神野 潔
9:00～11:50 あなたも裁判員 武蔵野学院大学講師

「歴史のイケメンランキング」高橋 恵美子
武蔵野学院大学講師

第6回 7月2日（土） 「中国語会話入門」 楊 華
9:00～11:50 武蔵野学院大学講師

野村 和
武蔵野短期大学准教授

第7回 7月9日（土） 「韓国語会話入門」 金 春花
9:00～11:50 武蔵野学院大学助教

「体育・運動遊び」（実技） 伴 好彦
武蔵野短期大学准教授

第8回 9月10日（土） 「台湾の教育と文化」 飯田 明美
9:00～11:50 台湾での留学体験から 武蔵野学院大学助教

浅川 茂美
武蔵野短期大学講師

第9回 9月10日（土） 「8つの気と心身協調」 大久保 治男
（閉講式） 武蔵野学院大学副学長、教授
9:00～11:50

「暮らしの社会心理学」 宮本 一史
武蔵野短期大学学長、教授

・ビズキッズ
10月22日（土）、
10月23日（日）

「明治人の考えた絆とは」
明治人のコミュニ ケーショ
ンテクニックを学ぶ
「iPadの活用」
iPadの機能を使いこなそう 武蔵野学院大学准教授

「コミュニケーションとして
の音楽」
音楽は 人と人をつなぐ力
を持っている（実技）

武蔵野短期大学准教授

自己を理解し、他者 を理
解する
「幼児教育者『教材の引き
出し』」
子どもは 遊びのなかで社
会性を獲得する

武蔵野学院大学教授

武蔵野学院大学准教授

幼児期の自然体験と 活動
の意義

インターネッ ト環境の技術
進歩やサイバー犯罪に対
しての法律とは？

「社会福祉学入門」
社会福祉の基礎理論と社
会保障について学ぶ

生きる力は気から、や る
気、元気、気を配る等

よりよい対人関係を 築くた
めに、出会う、知り合う、付
き合う心理学を学ぶ

歴史上の人物 では誰がイ
ケメンだったか

中国語、中国文化等を多
面的に学ぶ
「今求められている学力と
は何か」
新教育、 キーコンピテン
シーの概念と生きる力を学

やさしい韓国語（ハング ル
語）を学ぼう

子どもと遊ぶ時 に気をつ
けること


